
2026年度  特別奨学生・M方式入学試験問題

物 理

受験上の注意

※試験科目は、必須科目を含め 3 教科です。科目数に注意して受験してください。
※物理または化学のいずれか一つを選んで解答してください。

₁．�受験票は、机の端の見える位置に置いてください。
₂．�解答用紙はマークシート（解答用紙 A）1 枚のみです。
₃．�試験監督者の指示により、氏名、入学試験種別、受験型、受験番号をマークシー
ト（解答用紙A）の指定された場所に必ず記入・マークしてください。

₄．�試験開始の合図があるまで、この問題用紙の中を見てはいけません。
₅．試験開始後は、試験終了まで退室できません。
₆．�用件のある場合は、手を挙げてください。
₇．��問題用紙の余白は計算に使用しても結構です。
₈．マークシート（解答用紙A）の記入上の注意
（ア）�マークシート（解答用紙A）の解答欄はア～ヲまで使用します。
（イ）�マークシート（解答用紙A）に、正しく記入・マークされていない場合は、

採点できないことがあります。
（ウ）�マークは、鉛筆もしくはシャープペンで、ていねいにマークしてください。

また、訂正の場合は消しゴムで完全に消してください。
（エ）�解答は、マークシート（解答用紙A）に記載のマーク例を参考に解答欄

にマークしてください。例えばアと表示のある問いに対して ３と解答する
場合は、次の（例）のようにアの解答欄の　 にマークしてください。　　

　　　　　　　　　　　　　　（例）
₉．��問題用紙は持ち帰ってください。
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解 答 欄
ア 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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◆機械工学科
◆機械システム工学科
◆電気電子工学科
◆建築学科／建築専攻（理系型）　
◆建築学科／インテリアデザイン専攻（理系型）
◆建築学科／かおりデザイン専攻（理系型）
◆建築学科／都市空間インフラ専攻（理系型）
◆情報システム学科
◆情報デザイン学科（理系型）
◆総合情報学科（理系型）

理系型受験



［Ⅰ］次の問いの 　　  の答えを解答群の中から1つずつ選び，解答用紙 A の解答欄にマー
クせよ。解答群の中の番号は同じものを何度使ってもよい。

（1）	 空気中をあまり大きくない速さ v で鉛直下向きに落下している物体 P に注目する。
	� P の質量を m，空気抵抗力の比例係数を k，重力加速度の大きさを g とする。鉛直上

向きに x 軸をとると，P の速度の x 成分 vx＝ 　　  ，P に働く空気抵抗力の x 成分 
Rx＝ 　　  ，P に働く重力の x 成分 Fx＝ 　　  である。そして，P の加速度の x 成分
を ax とすると，運動方程式 　　  より，ax＝ 　　  となる。

（2）	� 気体定数を R とする。物質量 n モルの単原子分子の理想気体を体積 V の容器に封入
し，絶対温度 T の状態にする。この状態で理想気体の圧力 p＝ 　　  ，内部エネルギー 
U＝ 　　  である。また，この状態から容器の体積を変えずに絶対温度を3倍にする
ために，この理想気体に与える熱量 Q＝ 　　  ，仕事 W＝ 　　  である。

（3）	� xy 平面上で x 軸に沿って十分軽い弦を張り，弦上で x＝0 にある点を y 軸に沿って 
y（t）＝－Lsin（ωt）（L > 0 ,ω> 0 , t は時刻）で表される単振動をさせると，正弦波が
弦を伝わっていく。この正弦波の波長をλとすると，この正弦波の振幅 A＝ 　　  ，
周期 T＝ 　　  ，周波数 f＝ 　　  ，弦を伝わる速さ u＝ 　　  である。

（4）	� 真空の空間（右図，xyz 軸は互いに直交）に z 軸の正方向
に大きさ H の磁場（磁界）を加えて，原点 O から質量 m

と電気量 q（q > 0）をもつ荷電粒子 C を x 軸の正方向に
速さ v で発射する。真空の透磁率を µ0 として，この磁場
の磁束密度は大きさ B＝ 　　  で向きは 　　  である。ま
た，C を発射した直後に C に働くローレンツ力は大きさ 
F＝ 　　  で向きは 　　  である。

（5）	� ある物質 M に十分短い波長λの光（光子）p を入射させたら，M から速さ v の電子が
飛び出した（光電効果）。真空中の光速を c，プランク定数を h，電気素量を e，電子
の質量を m とすると，入射光子 p のエネルギー E＝ 　　  であり，飛び出した電子
の運動エネルギー K＝ 　　  であり，M の仕事関数 W＝ 　　  である。

解答群
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		  　  yz 面上で y 軸の正方向から z 軸の正方向へ回転する向き

	 　  zx 面上で z 軸の正方向から x 軸の正方向へ回転する向き
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［Ⅱ］次の問いの 　　  の答えを解答群の中から1つずつ選び，解答用紙 A の解答欄にマー
クせよ。解答群の中の番号は同じものを何度使ってもよい。

　図のようにスリットが付いたスリット面があり，スリット面に対して垂直に光を完全に
反射する鏡，スリット面と平行にスクリーンが置いてある。さらに鏡はスリットの溝にも
平行である。下の図はスリット面と鏡とスクリーンに垂直な一つの断面である。スリット
の左側からスリット面に対して垂直に波長λの単色光を照射する。スリットから出てスク
リーンに直接到達する光と，スリットから出て鏡で一度反射されてからスクリーンに到達
する光が干渉して，スクリーン上に明暗の縞が発生する。以下，図の断面内を伝わる光を
例に，この現象について考える。
　スリット面とスクリーンの距離は l である。スリット S1 からスクリーンにおろした垂
線と，スクリーンとの交点を O とする。図のように，点 O を原点としてスクリーン上に
x 軸をとる。スクリーン上の点 P の座標を x とする。鏡とスリット面との交点を A，鏡と
スクリーンとの交点を B とすると，点 B の座標は x＝－d（d > 0）である。距離 l は d や
|x | に比べて十分に大きいとする。また，鏡で光が反射する際に，反射光は入射光に対し
て位相がπだけ変わるとする。 
　光の 　　  により、スリット S1 から直接スクリーンに伝わる光と鏡 AB で反射してく
る光が干渉してスクリーン上の点 P に明線ができる場合を考える。スリット S1 から直接
点 P に伝わる光の光路長は L1＝ 　　  となる。一方，鏡 AB 上で光が入射する位置 C に
対して距離 AC＝y とすると，三角形 S1AC と三角形 PBC の相似性より　＝ 　　  である。
スリット S1 を出てから点 C で反射して点 P に伝わるまでの光の光路長は L2＝ 　　  とな
る。しかし，このままでは光路差を求める計算が複雑になるので，鏡 AB によるスリット
S1 の虚像となるスリット S2 を考える。
　三角形 S1AC と三角形 S2AC は線対称なので，光路 S2P＝L2 となる。d は l に比べて十
分小さいので，S1P と S2P はほぼ平行と見なすことができる。このとき S1 から光路 S2P
におろした垂線との交点を D，光路 S2P とスリット面に垂直な線がなす角をθとする。
二つの光路差は S2D に近似できるので光路差は L2－L1＝ 　　  となる。ここで，角θが
十分に小さい場合には sinθ≒ tanθ＝ 　　  と近似できるので，光路差は L2－L1＝ 　　  
となる。点 C で反射する際に位相がπだけ変化することを考慮すると，m を非負の整数 

（m＝0，1，2，・・・）として，光路差が L2－L1＝ 　　  ×λを満たす位置 x で明線が現れる。
すなわち明線の位置は x＝ 　　  である。ここで，隣り合う明線は m の値が一つ異なるか
ら，スクリーンに現れる干渉縞の間隔は 　　  となる。
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［Ⅲ］次の問いの 　　  の答えを解答群の中から１つずつ選び，解答用紙 A の解答欄にマー
クせよ。解答群の中の番号は同じものを何度使ってもよい。

　図1のように半径 R の半球の形をした薄い容器の内面を，質量 m の小球が運動する。
容器の内面は滑らかで，ふちは水平面内にある。ふちがなす円の中心を点 O とする。点
Q は容器のふちの内面の点であり，点 S は点 O に関して点 Q と対称な位置の点である。
重力加速度の大きさを g とし，重力による位置エネルギーの基準を容器の底（点 P）とす
る。空気抵抗は無視できる。
　まず，小球を点 Q から静かに放した場合を考える。

（1）	� 放した直後の小球が持つ重力による位置エネルギーは 　　  である。
（2）	� 点 Q から点 P に到達するまでの間に，垂直抗力が小球にする仕事は 　　  である。
（3）	� 点 P に到達した瞬間の小球の速さを V とすると，この瞬間に小球がもつ運動エネル

ギーは 　　  である。力学的エネルギー保存の法則を用いて，V＝ 　　  と求められ
る。

（4）	� 小球は点 P に到達したのち， 　　  。

　次に，図1と同じ容器を用いて，同じ小球を図2の点 T から水平方向に速さ v で打ち
出し，図3に示す水平面内で点 O′を中心とする半径 r の等速円運動をさせた。図2中の

角度θには，cosθ＝　　　　  ，sinθ＝　 の関係がある。

（5）	� 点 T において小球に働く重力の大きさは 　　  で，その向きは 　　  である。また，
小球に働く垂直抗力の向きは 　　  である。

（6）	� 点 T において小球の加速度 a の向きが 　　  であるので，その鉛直方向の成分の絶
対値は 　　  となる。したがって鉛直方向の運動方程式から，垂直抗力の大きさは 
N＝ 　　  と求められる。

（7）	� 加速度 a の水平方向の成分の絶対値は 　　  で表される。水平方向の運動方程式 
 　　  ＝ 　　  と N＝ 　　  を用いて，v＝ 　　  と求められる。
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		  　  点 P を通過して上昇するが，点 S には到達できずに途中で下降に転じる
		  　  点 P を通過して上昇し，点 S に到達した後に折り返して下降に転じる
		  　  点 P を通過して上昇し，点 S に到達した後そのまま鉛直上向きに上昇を続ける
		  　  点 P を通過して上昇し，点 S に到達した後そのまま静止を続ける
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		  右図の解答群から適切な向きを選べ
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図１ 図２ 図３　図２を真上から見た図
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